
福島県農村整備環境技術検討会　地区一覧表（平成２４年度第１回検討会）
■平成２４年８月２８日実施■

（１／３ページ）

番号 事業名 地区名 所在地 主要工事 配慮する
施設等 配慮内容 検討会での意見 処理方針 新規・計画

変更の区別

1
農地防災事業
（ため池等整備事業（ため
池整備））

柳沢
やなぎさわぬま

沼 福島市 ため池改修
N=1式 ため池

①施工に際し、一時的にため池内の生物を捕獲・移動
する。
②排ガス対策型及び低騒音型建設機械を使用する。

○環境配慮内容について了
解。

○計画どおり実施します。

計画変更

2
農地防災事業
（ため池等整備事業（ため
池整備））

明神
みょうじん

池
いけ 国見町 ため池改修

N=1式 ため池

①ため池周辺及び流入水路は極力工事で手を付けな
い。
②施工に際し、一時的にため池内の生物を捕獲・移動
する。
③排ガス対策型及び低騒音型建設機械を使用する。

○環境配慮内容について了
解。

○計画どおり実施します。

計画変更

3
農地防災事業
（ため池等整備事業（用排
水施設整備））

大岩
おおいわ

堰
せき 福島市 水路工

N=1式 水路

①できるだけ現在の環境を保全する。
②水路の落差工に小動物が這い上がれるようスロープ
を設け、また落差工の長さを大きく取り、下流側によ

○環境配慮内容について了
解。

○計画どおり実施します。

計画変更3 （ため池等整備事業（用排
水施設整備））

大岩堰 福島市 N=1式 水路 を設け、また落差工の長さを大きく取り、下流側によ
どみができるようにする。

計画変更

4 農道整備事業
（基幹農道整備事業） 糸

いと

沢
ざわ

3期
き 南会津町 農道工

N=1式 頭首工

①魚類の生息ネットワーク維持向上のため堰に魚道を
設置する。
②環境対策型の建設機械の使用及び釣りシーズンの工
事中止。

○環境配慮内容について了
解。

○計画どおり実施します。

計画変更

5
農道整備事業
（広域営農団地農道整備事
業）

いわき いわき市 農道工
N=1式 農道

①周辺の生物への負荷に配慮し、工事時期を考慮して
いく。
②排ガス対策型及び低騒音型建設機械を使用する。
③仮設土のう堰堤を設置し、降雨時の土砂流出防止を
図る。

○環境配慮内容について了
解。

○計画どおり実施します。

計画変更

6
農地防災事業
（農業用河川工作物応急対
策事業）

栗村堰
くりむらせき 会津美里町

会津坂下町
頭首工
N=1式 頭首工

①周辺の生物への負荷に配慮し、工事時期を考慮して
いく。
②河川の中州は工事範囲に入らないようにする。
③仮設計画の範囲を最小限とし、現況の葦を保全す
る。

○環境配慮内容について了
解。

○計画どおり実施します。

新規

7
水利施設整備事業
（地域農業水利施設保全
型）

戸
と

ノ口堰
くちせき 会津若松市

湯川村
水路工　N=1式
取水堰　N=1箇所 水路

①排ガス対策型及び低騒音型建設機械を使用する。
②油類の流出防止に努める。
③強雨時には、シート等により土砂流出の抑制を図
る。

○環境配慮内容について了
解。

○計画どおり実施します。

新規
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8 農地整備事業
（通作条件整備型） 中田

なかた

論田
ろんでん

3期
き 石川町

古殿町
農道工
N=1式 水路

①切土法面を遅滞なく緑化するなどし土砂流出防止を
図る。
②道路側溝、集水桝から小動物が這い上がれるようス
ロープを設置する。

○環境配慮内容について了
解。

○計画どおり実施します。

新規

9 水利施設整備事業
（基幹水利施設保全型） 白河

しらかわ

矢吹
やぶき 矢吹町 揚水機場

N=1式 頭首工
①低騒音、低震動、低排出ガス建設機械を使用する。
②コンクリート取り壊し及び打設時に汚濁水が河川へ
流出しないようにする。

○環境配慮内容について了
解。

○計画どおり実施します。

新規

10

東日本大震災復興交付金事
業
（農山漁村地域復興基盤総 下仁井田

しもにいだ いわき市 区画整理
N=1式 水路・田

①工期によっては、生きものの仮生息場（冬期湛水田
等）の確保を検討する。
②現状の天然の排水路・湿地付近をビオトープとす

○環境配慮内容について了
解。

○計画どおり実施します。

新規10 （農山漁村地域復興基盤総
合整備事業）

下仁井田 いわき市 N=1式 水路・田 ②現状の天然の排水路・湿地付近をビオトープとす
る。

新規

11

東日本大震災復興交付金事
業
（農山漁村地域復興基盤総
合整備事業）

夏井
なつい いわき市 区画整理

N=1式 水路・田
①工期によっては、生きものの仮生息場（冬期湛水田
等）の確保を検討する。
②ビオトープを設置する。

○環境配慮内容について了
解。

○計画どおり実施します。

新規

12

東日本大震災復興交付金事
業
（農山漁村地域復興基盤総
合整備事業）

錦
にしき

・関田
せきた いわき市 区画整理

N=1式 水路・田
①工期によっては、生きものの仮生息場（冬期湛水田
等）の確保を検討する。
②ビオトープを設置しする。

○環境配慮内容について了
解。

○計画どおり実施します。

新規

13 農用地災害復旧関連区画整
理事業 作田前

さくたまえ 新地町 区画整理
N=1式 水路

①排ガス対策型及び低騒音型建設機械を使用する。
②排水路に脱出用スロープや深型の水路を要所に設置
する。

○環境配慮内容について了
解。

○計画どおり実施します。

新規

14 農用地災害復旧関連区画整
理事業 和田

わだ 相馬市 区画整理
N=1式 水路

①油類、土砂の流出防止に努める。
②土法面及びフトンかご護岸による排水路を造成す
る。

●河川協議により本計画内
容が変更となる場合は、再
度検討会に諮ること。

●協議を継続実施していき
ます。

新規
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15

東日本大震災復興交付金事
業
（農山漁村地域復興基盤総
合整備事業）

八沢
やさわ 相馬市

南相馬市
区画整理工
N=1式 水路・田

①用排水路の水質汚濁防止及び土砂流出防止を図る。
②生きものの保全エリア（ビオトープのようなもの）
を検討する。

●他機関との調整により土
地利用計画が決定した時点
で、再度検討会に諮るもの
とする。

●他機関との調整及びこれ
と整合を図った事業計画を
早急に策定します。 新規

16

東日本大震災復興交付金事
業
（農山漁村地域復興基盤総
合整備事業）

右田
みぎた

・海老
えび 南相馬市 区画整理工

N=1式 水路
①排ガス対策型及び低騒音型建設機械を使用する。
②用排水路に小動物の脱出用スロープや底版のない製
品を要所に設置する。

●他機関との調整により土
地利用計画が決定した時点
で、再度検討会に諮るもの
とする。

●他機関との調整及びこれ
と整合を図った事業計画を
早急に策定します。 新規

17

東日本大震災復興交付金事
業
（農山漁村地域復興基盤総 真野

まの 南相馬市 区画整理工
N=1式 水路

①排ガス対策型及び低騒音型建設機械を使用する。
②用排水路に小動物の脱出用スロープや底版のない製
品を要所に設置する。

●他機関との調整により土
地利用計画が決定した時点
で、再度検討会に諮るもの

●他機関との調整及びこれ
と整合を図った事業計画を
早急に策定します。 新規17 （農山漁村地域復興基盤総

合整備事業）
真野 南相馬市 N=1式 水路 ②用排水路に小動物の脱出用スロープや底版のない製

品を要所に設置する。
で、再度検討会に諮るもの
とする。

早急に策定します。 新規

18

東日本大震災復興交付金事
業
（農山漁村地域復興基盤総
合整備事業）

金沢
かなざわ

・北泉
きたいずみ 南相馬市 区画整理工

N=1式 水路

①流れの緩い幹線排水路を魚巣付きの二面張り水路と
する。
②用水路の屈曲部に淀みを設け、また排水路と接続し
連続性を確保する。

●他機関との調整により土
地利用計画が決定した時点
で、再度検討会に諮るもの
とする。

●他機関との調整及びこれ
と整合を図った事業計画を
早急に策定します。 新規

19

東日本大震災復興交付金事
業
（農山漁村地域復興基盤総
合整備事業）

原町東
はらまちひがし 南相馬市 区画整理工

N=1式 水路

①排水路の一部を二面張り水路または片側護岸水路と
する。
②用水路の屈曲部に淀みを設け、また排水路と接続し
連続性を確保する。

●他機関との調整により土
地利用計画が決定した時点
で、再度検討会に諮るもの
とする。

●他機関との調整及びこれ
と整合を図った事業計画を
早急に策定します。 新規


